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   A 52-year-old female, who had undergone nephrectomy and ileocystostomy for right-renal 
tuberculosis and contracted bladder 19 years earlier was seen with anemia and metabolic acidosis. 
Radiographic findings demonstrated that the patient suffered from a giant vesical calculus. 
Cystolithotomy was performed and the removed calculus weighed 460 g. Of the 66 cases of giant 
vesical calculus weighing more than 200 es reported in our country only 7 were in females. 
(Acta Urol. Jon. 34: 2181-2184, 1988)





















たところ,脱 水 および 代謝性アシドーシスと診断さ
れ,入 院 加療 を うけた.こ の時DIPに て10.8×9.O
cmの 膀 胱結 石 を指 摘 され,同 年7月7日 当科 に入 院
した.
現 症:体 格 は 中等 度,栄 養 は良 好,眼 瞼結 膜 に 貧血
認め る.胸 部 の理 学 的 所見 に 異 常 な し.肝,脾,腎 い
ずれ も触知 せ ず.右 側 腹 部 お よび 下腹 部 正 中 に手 術創
あ り.
入 院 時検 査 成 績:尿 所見;蛋 白(±),糖(一),pH
6.6.尿沈 渣;赤 血 球(i～2/F),白血 球(5～6/F).








以 上 の ごと く,貧 血,腎 機 能低 下 お よび 高 ク ロー ル
性 代 謝 性 ア シ ドー シスが 認 め られ た.
胸部 レ線 ・ECGに 異 常 な し
X線 検査 所 見:腎 膀 胱 部単 純 撮影 に て膀 胱 部に10.8







割面 では 年輪 様 の層 が み られ た が,核 とな る よ うな も
の は確 認 で きなか った(Fig.5).結石 成 分 は赤 外 線 分
光 分析 法 で 燐 酸塩,炭 酸 塩 の 混 合結 石 で あ った.
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報 告 者 報告年 年令 原 疾 患 期 間 重量(a) 成 分
i 藥
2自 験 例
196474 ? 数年580燐 酸
198652,描麟繍翫18年
3奥 井196875 ?




4年235燐 酸,炭 酸,尿 酸





?230炭 酸,篠 酸,燐 酸
3年228燐 酸,確 酸,尿 酸
快 した.術 後131≡lnの残 尿 測定 では 注 入150mlで 尿
意を 自覚 し,注 入300mlに て 排 尿 させ た と ころ,
100mlの残 尿 を認 め た.し か し,こ の 残 尿は 空 置 回
腸部に存 在 して お り固有 膀 胱 部 に は残 尿 は認 め な か っ
た.ま た排 尿 時最 高 膀 胱 内圧 は44.1mmHgと 軽度
低下 して いた が,最 大 尿流 量 は20.3ml/secと正 常 で













膀胱 結 石 の う ち,そ の 重量 が1009以 上 の もの を
一 般に 巨大膀 胱 結 石 と い うが ,本 邦 で は 通 常200g
以 上の ものが 集 計 報告 され て い る.1969年に宮 本 らD
は46例を,1970年に早 原 ら3)は55例を,1973年に 野 田
ら3)は60例集 計報 告 して い る.そ の 後 もい くつ か の報
告A-6)があ り,自 験 例 は 本邦 第66例 目で ある と思わ れ
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